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　函館空港方面から市内谷地頭方面へ向かう海沿いの国道278号線は
津軽海峡に浮かぶ幻想的な漁火を望むことから、通称“ 漁火通”と呼ばれ
ている。市民はもとより、観光客も多数行き交うこの通りは実は最近、評判
のラーメン店が幾つも軒を並べる、市内屈指のラーメン激戦区として注
目されているのだ。
　さて今回、実に久しぶりの企画となった本紙恒例・記者の食べ歩きシリー
ズはズバリ、評判のラーメン店が点在する漁火通で噂のラーメンに着目し
て食べ歩いてみた。掲載したラーメンはいずれも、本紙読者などの意見に
よりノミネートされた各店の店主が、自慢の逸品として自ら選んだモノ。
　寒い季節はやっぱりラーメンが1番。この冬はじっくり時間をかけて漁
火通のラーメン店を食べ歩いて、あなたの舌にぴったりの1杯を見つけて
はいかが̶̶。

今回の食べ歩き記者

鈴木 麻代
ご存じ、青いぽすとの“ 元気印” ライターとして、お洒落情報や体当たり体験取
材を主に担当。新しくオープンした美味しい店をいち早くみつけるそのフットワー
クには定評があり、これまで和食からカフェめしまで、さまざまなジャンルの食べ物
を取材してきた。また、お洒落やダイエットにも強い関心があり、今回はズバリ、美
味しくてヘルシーな“ 女性にウレシイ” ラーメン探しに気合いが入っている。

大場 小夜子
本紙の看板コーナーのひとつ『今日のランチタイム』を担当するほか、函館市内
のさまざまな話題から読者の素朴な疑問に対する調査まで、あらゆるジャンルの
取材をこなすベテランライター。それまでの経験が認められ、数年前より『函館短
期大学付設調理師専門学校』の、生徒の技能検定のレギュラー審査員を務め
ている。大のアジア通で、エスニックなどアジア系の料理にはなかなかうるさい。

青山 慎司
本紙副編集長。ライター＆編集者歴は今年で18年目に突入。これまで取材して
きた飲食店を挙げればキリがない。ここ数年は編集業務が中心で、食べ物の取
材はもっぱら後輩任せになっているが、イタリア料理とイタリアワインをこよなく愛
するほか、最近は釣りにハマって、釣った魚を自分でさばいて料理するなど、食へ
のこだわりはまだまだ健在。自慢の“ マイ出刃包丁”も伊達ではない…。
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スープの味に違いあり！　中華スープのような味わいと、岩海苔の風味がとてもいい。歯ごたえがあり、コリコリとした食感の麺も
私の好みにピッタリ。最後まで食べ飽きないので、大盛りでもイケそうなラーメンだ！

旨味のある岩海苔にコクのあるスープがしみ込み、これがいい組み合わせ。麺はそれだけ食べても、味を感じる。これにもなにか
秘けつがありそう。淡白な塩ラーメンが多い中、コクと旨味がたっぷりで、この味はここだけのもの。

まずはコシの強い麺が、めちゃめちゃ美味しい。スープも今まで味わったことのない深い味わいを楽しむことができた。さらに注目
はトッピングの岩海苔。新感覚のラーメンを食べたいという人にぜひ教えてあげたいと思う、最高の塩ラーメンだった。

鈴木
大場
青山

こういうラーメンは初めて食べました。家で牡蠣を使った料理はほとんどしないし、牡蠣フライだと食べた時の感触があまり好きで
なかったのですが、ここのラーメンの牡蠣は柔らかく、しかも歯ごたえがあってグー。また、食べたい。

アツアツのラーメンなのに、牡蠣は生牡蠣を食べているようなプリッとした食感。こういうふうに作れるのは職人技だから？　ほの
かに感じる牡蠣の風味のスープとストレート細麺が絶妙のバランス。栄養もたっぷり、冬季限定。この時期はずせない1品。

もともと生牡蠣は大好きなのだが、いつもとは違った食べ方ができて感激。食べる前は牡蠣鍋のような雰囲気をイメージしてい
たが、スープの中の牡蠣は生牡蠣そのもののプリプリ感をキープ。老舗ならではの職人技を感じた。

鈴木
大場
青山

シーフードと野菜がいっぱいでヘルシーなのがいいですね。ぷりっとした歯ごたえのエビが美味。食べた後、しばらく体が温かかっ
たので、寒い冬におすすめです。麺にツヤがあって、食べやすい感じがしました。また、行こうっと。

トロッとしたあんかけにプリプリのえびや野菜が豊富。見た目も豪華でボリュームのあるラーメン。塩味のあんかけはボリュームが
あるけれど、くどくなくて食べやすい。ラーメンというより1品料理のようだった。

とろりとしたあんかけスープはあっさり系。そのスープが燻煙たまご麺の香りを封じ込めていて、箸を入れた瞬間にいい香りが漂っ
てくる。この麺はのびにくいのが特徴とのことだが、食べてみてそれを実感。さらには、具の海老のプリプリ感が最高だった。

鈴木
大場
青山

運ばれてきた途端、スープの湯気から食欲をそそる香り。良質の素材を使用しているというだけあって最後まで飽きることなく食
べられる。細麺で食べやすい。チャーシューが柔らかくて香ばしく、あと5枚くらい食べられそう。

あっさり塩味だけれどコクがあるのが特徴のスープ。旨味が多いように感じるのは昆布だしがきいているからだろうか。やや固め
のストレート麺が味になじんでいた。スープは別格として1番気に入ったのは味付半熟卵でした。

ストレートの細麺がとにかくいい。また、比内鶏のコクがスープのオリジナリティということだが、深いコクがありながらも、塩ラーメ
ンならではのあっさり感が失われていない点が素晴らしい。1度食べたら友達との話題になりそうな味だね。これは…。

鈴木
大場
青山

「安いラーメンだから、味もそれなりでしょ…」と思っていたのがびっくり。透明感のあるスープ、シンプルな具で「そういえば昔、ラー
メンってこういう感じだったなぁ」と、何とも言えない懐かしさが感じられました。

これぞまさに塩ラーメンの王道という感じ。澄んだスープにほどよい塩加減とコシのある麺。あっさりしていて食べやすい。毎日で
も食べられそうな飽きのこない味。自家製塩で作っているから旨味が十分出ているのだろうか。これでこの値段は驚き。

何だかとても懐かしい気持ちになるくらい、これが本来の塩ラーメンなのだろうと感じた。自家製の塩を使ったスープの味は流石。
具は極めてシンプルだが、やはりこの組み合わせが塩ラーメンにはぴったりなのかもしれない…。

鈴木
大場
青山

半熟のゆで卵と透明感のあるあっさり味のスープが絶妙にマッチしてウマイ！　麺につやがあって、食べやすいのも印象的。大
きく開かれた窓と高い天井で解放感があるスペースがグー。味、空間ともにスッキリした感じが好き。

透明感のある澄んだスープは、海のミネラルが十分で旨味たっぷり。単品メニューのスープのように飲んでしまった。チャーシュー
は柔らかくてジューシー。もっと食べたいと思ってしまうくらい。この味なら、もう1杯食べられる。

透明感あふれるスープからは、見た目以上の深いコクを感じ、何だか不思議な気分。細めのちぢれ麺はとても食べやすく、スープ
の絡みも抜群だった。特筆すべきはチャーシューの柔らかさ。細部に至るまで作り手のこだわりが伝わる1品だと思った。

鈴木
大場
青山
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桐屋

●湯川町2-1-3　☎57-8934

函館塩らーめん　680円
細めのストレート麺と、秋田の比内鶏をベースにした
スープが奏でる独特の塩ラーメン。函館ラーメンの激
戦区にあって、今までの塩ラーメンとは一線を期した
その存在感はまさに「ニューウェーブ」と呼ぶにふさ
わしい1軒といえそう。市内から熱心な常連客が訪れ
るのはもとより、場所柄、観光客も数多く足を運ぶ。塩
ラーメンのほかには、「北海道みそらーめん」（700円）
も旨いと人気の自慢メニューの1品。
□営業時間／午前11時～深夜1時
□定休日／毎週木曜日　□駐車場有

●湯川町3-2-5　☎59-6615

海老入り塩ラーメン　750円
麺の種類が「燻煙たまご麺」と「お炭入り麺」（黒麺）
の2種類あり、すべてのラーメンにおいて好きな方を
選ぶことができる。ちなみに、燻煙たまご麺は麺に燻
煙の成分を、お炭入り麺は薬用のもみがらの炭を微
粒子にしてそれぞれ練り込み、旨味成分を引き出して
いる。今回の取材では燻煙たまご麺を試食。桜チップ
のほのかな香りが食欲をそそるちじれ麺は独特。プリ
プリの海老との相性も抜群といえる。
□営業時間／午前11時～午後8時30分 （オーダーストップ）
□定休日／不定休　□駐車場有

桐屋塩ラーメン　700円
沖縄の珊瑚礁の塩を使った透明感のある独特のス
ープが自慢の逸品で、あっさり系ながらコクがあり、女
性客には特に人気が高い。麺は細めのちぢれ麺で、
この麺が独特のスープと絶妙にマッチ。観光客からも
人気を集めている。ラーメンのほかに、この店ではギョ
ウザもすこぶる評判。「ギョウザ」（5個、350円）はもと
より、棒状でキムチ系の味が自慢の「ピリ辛ギョウザ」
（5個、400円）もオススメ。

□営業時間／午前11時30分～深夜1時
□年中無休　□駐車場有

塩ラーメン　200円
200円という値段の中に無限の可能性を求める塩ラ
ーメンは、オーナーが試行錯誤の上で作り上げたとい
う自家製の塩を使ったスープが自慢の逸品。ちぢれ
麺との相性も抜群で、シンプルであっさりしているがそ
の存在感はまさに函館の塩ラーメンの真骨頂といっ
た感。この店ではラーメンのほかに肉料理やカレーも
好評だが、豚1頭を仕入れて自らが解体するなど、そ
の職人としてのこだわりは特筆したいところ。

□営業時間／午前11時～午後8時45分 （オーダーストップ）
□定休日／毎月第1、3、5月曜日　□駐車場有

カキラーメン　800円
創業昭和23年の老舗。平成11年に市内松風町より
現在地に移転した。カキラーメンはもともと、この店自
慢の塩ラーメンに牡蠣を入れ、店の人が“ まかない”
として食べていたものだったが、塩味スープのあっさり
感と牡蠣のプリプリ感のハーモニーを多くの人に楽し
んでもらいたいと、10数年前にメニューのラインナップ
に加えられた。生牡蠣100gが入ったラーメンは味、ボ
リュームともに抜群の逸品。3月末までの限定メニュー。

●大森町33-1　☎27-3313

塩ラーメン　600円

●湯浜町12-10　☎55-8733

●湯川町1-9-13　☎57-7756

□営業時間／午前11時30分～午後8時45分 （オーダーストップ）
□定休日／毎週金曜日　□駐車場有

●湯川町2-1-3　☎57-5240

試行錯誤の上、昨年11月から一新したという塩ラーメ
ンは、清湯スープと和風スープをほどよくブレンドした
あっさり系のスープとコシの強いちぢれ太麺が特徴の
人気の逸品。トッピングに加えられた岩海苔が特にオ
リジナルで、独特の風味を演出する。この店は「味噌
ラーメン」（700円）や「チャッチャッ系醤油ラーメン」（650
円）を看板メニューに大人気を集める有名店だが、
新しくなった塩ラーメンもぜひ1度、ご賞味あれ。
□営業時間／午前11時30分～午後8時30分 （オーダーストップ）
□定休日／毎週水曜日、毎月第1火曜日　□駐車場有
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ボ
デ
ィ
の『
風
雪
』は
、今
や
す
っ
か
り
“埠
頭
の
顔
”と
し
て
知
れ
渡

り
、寒
空
の
下
で
働
く
人
や
長
時
間
釣
り
竿
を
握
る
人
達
の
中
に
は
、熱

心
な
常
連
客
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

函
館
出
身
の
勝
哉
さ
ん
は
、も
と
も
と
鉄
筋
工
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
腰
を
痛
め
て
辞
め
、そ
の
後
、市
内
で
飲
食
店

を
開
店
。5
年
間
の
店
舗
経
営
の
末
、お
客
さ

ん
を
待
つ
商
売
か
ら
お
客
さ
ん
の
元
へ
出
向
く

商
売
を
し
よ
う
と
決
心
。一昨
年
の
秋
か
ら
準

備
を
進
め
、開
業
に
至
っ
た
。

「
商
売
は
意
気
込
み
だ
け
で
う
ま
く
ゆ
く
ほ
ど

甘
く
な
い
。悪
天
候
な
ど
で
売
り
上
げ
が
落
ち

込
む
な
ど
苦
し
い
時
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、そ
れ
で

も
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、た
く
さ
ん
の
お
客

様
が
応
援
し
て
下
さ
っ
た
か
ら
で
す
」

　
「
今
日
は
釣
れ
ま
す
か
？
」「
天
気
が
悪
い
日
は
こ
う
い
う
商
売
も
大

変
だ
ね
」。三
ツ
石
さ
ん
夫
婦
と
利
用
客
の
間
で
は
い
つ
も
そ
ん
な
会
話

が
絶
え
な
い
。
“お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
”を
モ
ッ

ト
ー
に
、2
人
は
風
の
日
も
雪
の
日
も
、笑
顔
で
明
る
く
営
業
を
続
け
る
。

「
私
自
身
が
そ
ば
好
き
だ
っ
た
の
で
、そ
ば
作
り
に
は
研
究
を
重
ね
ま
し

た
。味
に
は
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
」

　
メ
ニュ
ー
は「
か
き
揚
げ
」「
月
見
た
ぬ
き
」（
各
3
8
0
円
）、「
た
ぬ

き
」（
3
3
0
円
）、「
か
け
」（
3
0
0
円
）。注
文
が
あ
る
と
勝
哉
さ
ん
が

手
際
よ
く
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
用
の
丼
に
盛
り
付
け
、亜
希
子
さ
ん
が
そ
れ
を

運
ぶ
。車
の
周
り
に
は
食
欲
を
そ
そ
る
汁
の
香
り
と
温
か
い
湯
気
が
、い
っ

ぱ
い
に
広
が
る
。ち
な
み
に
夏
場
に
は
冷
た
い
そ
ば
も
出
す
の
だ
そ
う
。

「
美
味
し
い
ね
、と
言
わ
れ
た
時
が
や
っ
ぱ
り
1
番
嬉
し
い
。こ
の
仕
事

を
は
じ
め
て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
感
じ
ま
す
」

　

目
指
す
は
街
中
の
人
か
ら
親
し
ま
れ
る
屋
台
に
す
る
こ
と
…
。ぴ
り

り
と
し
た
冷
た
い
潮
風
が
頬
を
な
で
る
こ
の
季
節
。暖
を
求
め
る
多
く

の
人
達
が
待
つ
場
所
ま
で
、鮮
や
か
な
カ
ナ
リ
ア
イ
エ
ロ
ー
が
ひ
と
際
目

を
引
く
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
が
、今
日
も
走
る
…
。

　
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
、10
杯
以
上
の
注
文
が
あ
る
場
合
は
、希
望
の
場
所

へ
も
出
向
い
て
く
れ
る
。風
雪
は
☎
0
9
0-

5
9
5
4-

6
7
3
7
。

My Way

全力投球全力投球
道南の頑張る人紹介

　
千
葉
実
加
さ
ん
、片
桐
真
里
奈

さ
ん
、渡
邊
舞
さ
ん
は
、函
館
西
高

校
3
年
5
組
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
。

　
残
り
少
な
い
高
校
生
活
を
惜
し

む
3
人
の
お
し
ゃ
べ
り
は
…
。

生きている間に１度は「スーパーモデルみたい」と言われたい私…。今
回は、市内五稜郭町にある『エステティック＆ネイル・ヴィサージュ』で、ス
ーパーモデルをはじめモナコのグレース王妃やカトリーヌ・ドヌープなど
の社交界のトップ、マドンナ、ブルックシールズの高い評価を得ているフ
ランスのエステティックブランド「カリタ」のエステを体験してきました。

そ
の
後
、背
中
と
足
に
温
熱
効
果
の

あ
る
海
藻
パッ
ク
を
し
ま
す
。

ポ
カ
ポ
カ
し
て
気
持
ち
いい
。

クレンジング、ウォッシング、吸引、フェイス＆
デコルテのマッサージ。その後、ひまわりの
種子を原料としたカリタ独自のゴマージュ剤（レ
ノバトール）を使用し、西洋のマッサージと東
洋のツボ指圧を組み合わせたという独自の
施術を受けます。

タラソテラピーのトップブランドである「フィト
メール」の海藻原液の美容液を下地に塗り、
目もと、首まで海藻パックをします。

●体験談●
シデスコインターナショナルエステティ
シャンでもあり、アメリカで美容の技術
を学んできたという神崎光枝さんが、「カ
リタのエステは、ほかのエステと化粧品
も手技もまるで違う」というだけあって、
仕上がりのよさを実感。肌がすっきりし
て透明感が…。とにかく2時間たっぷり
ゴージャス。ハイグレードな商品と技術
で満足、満足。

取材協力／ヴィサージュ
五稜郭町7-10　☎31-5332
　今回紹介のスペシャルコース
は通常15000円（フェイシャル
8000円、背中、足マッサージ＋パ
ック付き7000円）。青いぽすとで
見たというとスペシャルコースを
10000円で提供（初回のみ）。
　ほかにはネイル、脱毛、メイク、
各種スクールもあります。

火
山
灰
の
ミ
ネ
ラ
ル
配
合
オ
イ
ル
で

背
中
、足
の
マッ
サ
ー
ジ
。

♥　♥　♥　♥　♥

スーパーモデル
　　御用達のエステ

渡邊「うちら、クラブは全員ばらばらだ」
千葉「卒業間近だよ。3年は早いね」
片桐「みんな、うるさいよね」
千葉「うちら、西高の3年の中で、1番仲いいよ  
　　ね」
片桐「みんな濃いよ」
千葉「卒業したくない。このクラスでもう1度、
　　やりたいな」
渡邊「もう1度やったら、担任の先生が大変そう」
千葉「もう少し、勉強しとけばよかった」
渡邊「進路のこと思えば、やっとけば良かった
　　けど、今はこれでいいよ」
片桐「帰ってきたら、みんなで逢いたいね」
千葉「半年くらいでクラス会しようよ」
片桐「3年かぁ、早いよね」
千葉「毎月でもいいね。奇数は札幌、偶数は
　　函館って決めてさ」



函
館
ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
専
門
学
校

今
か
ら
は
じ
め
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

Voice

Lunch time

Naruhodo Topics なるほどトピックス

　
転
職
を
考
え
て
い
る
ア
ナ
タ
。

ま
た
、将
来
の
夢
は
漠
然
と
し

て
い
る
け
れ
ど
、今
で
き
る
こ

と
か
ら
少
し
ず
つ
動
き
は
じ

め
た
い
と
い
う
ア
ナ
タ
。市
内

田
家
町
に
あ
る『
学
校
法
人

野
又
学
園
函
館
ビ
ジ
ネ
ス
ア

カ
デ
ミ
ー
専
門
学
校
』の
O
A

ビ
ジ
ネ
ス
科（
1
年
課
程
）な

ら
、ど
こ
か
へ
就
職
す
る
に
し

て
も
、独
立
開
業
を
目
指

す
に
し
て
も
、今
の
時
代

に
必
要
な
オ
フ
ィ
ス
業
務

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
内
容
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

Ｘ
Ｐ
、ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
、

フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
、メ
ー
ル
、

勘
定
奉
行
、簿
記
な
ど
が

し
っ
か
り
学
べ
、1
年
間

で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る

と
好
評
で
す
。

　

さ
ら
に
、じ
っ
く
り
学

び
た
い
と
い
う
人
に
は

2
年
制
の「
情
報
通
信
科
」

「
情
報
処
理
科
」「
ホ
テ
ル・
ト

ラ
ベ
ル
科
」も
あ
り
ま
す
。な
お
、

全
科
に
授
業
で
自
動
車
免
許

が
取
れ
る
シ
ス
テ
ム
や
、独
自

奨
学
金
制
度（
年
間
30
万
円

ま
で
無
利
子
、最
大
2
年
間
で

60
万
円
、卒
業
後
に
毎
月
1

万
円
ず
つ
返
済
）も
あ
る
の
で
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

現
在
、2
0
0
4
年
度
生
入

学
願
書
受
付
中
で
、願
書
受
付

は
3
月
末
日
ま
で
。資
料
請

求
は
無
料
。

●
田
家
町
8-
22

☎
43-

7
7
0
0

singaku@
hakodate-ba.ac.jp
http://www.
hakodate-ba.ac.jp/

有
限
会
社
イ
ン
テ
リ
ア・ワ
ー
ク
ス

輸
入
壁
紙
で
素
敵
に
室
内
を
演
出

お
の
治
療
院

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
足
の
む
く
み
を
解
消
！

サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か

　

市
内
本
通
3
丁
目
に
昨
年

12
月
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
専
門
店

『
サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス
』が
オ
ー

プ
ン
し
、早
く
も
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。

　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
専
用
の
生
地

が
豊
富
に
そ
ろ
っ
て
い
る
点
が

好
評
で
、様
々
な
柄
の
生
地
が

2
5
0
反
、カ
ッ
ト
ク
ロ
ス
は

2
0
0
0
枚
前
後
と
、お
気

に
入
り
を
見
つ
け
ら
れ
そ
う
。

量
だ
け
で
は
な
く
、Ｕ
Ｓ
Ａ
コ
ッ

ト
ン
と
国
産
コ
ッ
ト
ン
両
方
扱
っ

て
い
て
、そ
の
ほ
か
の
材
料
も

充
実
。ま
た
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室
も
開
催
中
。は
じ
め
て
の

人
に
は
基
礎
か
ら
丁
寧
に
指

導
し
て
く
れ
ま
す
。さ
ら
に
、

色
合
わ
せ
に
つ
い
て
も
1
人

ひ
と
り
の
好
み
に
合
わ
せ
て

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
の
で
、

上
級
者
の
人
に
も
オ
ス
ス
メ
。

　

日
程
は
毎
週
水
曜
日
の
午

後
1
時
〜
午
後
3
時
と
毎
週

木
曜
日
の
午
後
6
時
〜
午
後

8
時
の
2
コ
ー
ス（
月
4
回
）

で
、料
金
は
4
5
0
0
円（
税

込
）。必
要
な
も
の
が
全
て
そ

ろ
って
料
金
も
お
ト
ク
な
ス
タ
ー

タ
ー
キ
ッ
ト
や
特
典
も
あ
り
ま

す
の
で
、詳
細
は
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
を
…
。仲
間
と
楽
し

く
作
品
を
作
り
た
い
人
、自
宅

で
で
き
る
趣
味
を
持
ち
た
か
っ

た
人
は
ぜ
ひ
！　

営
業
時
間

は
午
前
10
時
〜
午
後
7
時
。

毎
週
火
曜
日
定
休
。駐
車
場
有
。

●
本
通
3-

2-

18

☎
56-

6
4
5
7

【E-m
ail

】

info@sunny-place.biz

【URL

】

http://www.
sunny-place.biz

　シロを初めて見かけたのは昨年の10月である。骨の上に毛
皮を着たような薄汚れた捨て犬だった。肩と腰の骨は胴体を
突き破るようにとがり、細い足は震えながら必死に体を支えてい
た。近寄って手を差しのばすと、犬は牙をむいて低い唸り声を
あげた。あと数日の生命力を確かめて私は家路についた。
「母さんまた1匹いたよ…今度は白い犬だ」
妻が深いため息をついて、悲しげに眼を伏せる。裏夜景の名
所は函館市民の「裏景色」が見える所でもある。東山に捨てら
れる犬や猫等の『生ゴミ？』もここ20年来全く減る傾向にはない。
数年前には兎や鶏の類まで捨てられていた。群れをつくる野
犬は、生理時の女性にまとわりつき、繁殖期の雄犬は幼女に危
害を及ぼすこともある。私も林道で野犬の群れに囲まれたこと
があるが、その時の恐怖は今だに忘れることができない。
　
　シロが私に牙をむいたのは、逃げる体力が尽きかけていた
ためである。体力のある野犬は人間との距離を保ち、尾を振る
か又は逃げ去ってしまうものなのだ。尾を振る相手とは餌を与
えてくれる人間達である。飢えている環境下では仔を産まない
動物も、餌を与えられると繁殖能力が増大する。こうして避妊
処置をされていない捨て犬や捨て猫達は、次 と々新しい野良
犬や野良猫を産む。東山から産業道路に下りていく道筋には、
いつも決まった場所に決まった顔ぶれの捨て犬や捨て猫達が
群れている。
　私は長い間、「生ゴミ」として捨てられ、処理された数多くの「シ
ロ」達を見続けてきた。ワイヤーで首を締めつけられ、もがきな
がら引きずられていった生ゴミ達。トビやカラスの舞う空の下に
力なく横たわり、眼を閉じていった生ゴミ達。処理に困った生き
物を、「自分の目に触れない場所」に置き去りにする人達に、こ
れらの光景を見せてあげたいものだ。

　シロは雪の降る季節までは生きていた。細長くかすれた遠
吠えは、下界に広がる街の灯に向けられているようでもあり、頑
として餌をやらない私に向けられているようでもあった。怒りと
悲しみを抱いたシロの魂は、今日も「木枯らし」となって夜の雪
原をさまよっている。　　　　　　　　　　　（自然観察家）

吠える「生ゴミ」 飛塚 優

レストラン きらり
　
寿
司
が
毎
日
楽
し
め
る
バ
イ
キ
ン
グ
で
人
気
の

日
替
わ
り
ラ
ン
チ
。寿
司
の
ほ
か
に
は
、中
華
風
唐

揚
げ
や
お
で
ん
、天
ぷ
ら
、グ
ラ
タ
ン
、ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
、

サ
ラ
ダ
な
ど
、和
食
、洋
食
、中
華
と
料
理
の
幅
が
広

く
、し
か
も
塩
分
や
油
分
も
控
え
め
で
ヘ
ル
シ
ー
。ラ
ー

メ
ン
や
そ
ば
の
麺
類
か
ら
ス
ー
プ
、デ
ザ
ー
ト
も
含

め
て
常
時
23
品
以
上
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

　
営
業
時
間
は
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
2
時
。年

中
無
休
。駐
車
場
有
。

　
肩
こ
り
や
腰
痛
、足
の
む
く

み
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
が

増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。市
内

川
原
町
の『
お
の
治
療
院
』は
、

マッ
サ
ー
ジ
か
ら
あ
ん
ま
、針
、灸
、

指
圧
ま
で
行
え
る
治
療
院
。

院
長
は
国
家
試
験
に
よ
る
資

格
所
有
者
で
内
臓
疾
患
な
ど

に
よ
る
痛
み
の
治
療
も
行
っ
て

い
ま
す
。

　
同
院
で
は
、今
ま
で
治
療
を

行
っ
た
中
で
、足
の
む
く
み
や

冷
え
で
悩
む
女
性
が
多
い
と

感
じ
た
こ
と
か
ら
、そ
の
解
消

に
効
果
の
あ
る
治
療
を
充
実

さ
せ
て
い
ま
す
。足
の
む
く
み

は
水
分
の
代
謝
が
悪
く
リ
ン

パ
や
血
液
の
流
れ
が
滞
る
こ

と
で
起
こ
り
、そ
れ
が
冷
え
に

も
つ
な
が
る
そ
う
。治
療
は
、 遠

赤
外
線
治
療
器
を
足
に
あ
て
、

筋
肉
の
む
く
み
を
と
る
マッ
サ
ー

ジ
ジ
ェ
ル
を
塗
っ
て
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
し
ま
す
。上
半
身
は
痩

せ
て
い
る
の
に
下
半
身
は
太

め
…
と
い
う
場
合
は
む
く
み

が
原
因
の
こ
と
が
あ
り
、そ

れ
を
解
消
す
る
と
足
の
だ
る

さ
や
痛
み
が
治
る
だ
け
で
な
く
、

ス
マ
ー
ト
に
な
る
こ
と
も
期

待
で
き
ま
す
。ま
た
、女
性
が

受
診
し
や
す
い
よ
う
女
性
ス
タッ

フ
に
よ
る
女
性
専
門
施
術
コ
ー

ス
を
設
け
、来
院
が
困
難
な
人

の
た
め
に
出
張
施
術
も
行
っ

て
い
ま
す
。医
師
の
同
意
書
が

あ
れ
ば
各
種
保
険
診
療
も
で

き
ま
す
。診
療
時
間
は
午
前

10
時
〜
午
後
8
時
。毎
週
日

曜
日
・
祝
日
休
診
。

●
川
原
町
1-
2　

☎
53-

5
4
1
9

●函館市本町29-26
　ホテルリードコア2階
☎32-2703

日替わりランチ
大人880円　小人600円
（各税別）

ローソン
　　　●　

わくわくランド●

 

●鶴寿司

●
函
館
大
妻
高
校

→
至
産
業
道
路

至
深
堀
町
電
停
←

函館工業
高校
●

おの治療院

紅屋●
柏ヶ丘通

←至松陰町

函
館
工
業
●

高
校 テ

ニ
ス
●

ス
ク
ー
ル

●
テ
ー
オ
ー

　
ス
イ
ミ
ン
グ

　
ス
ク
ー
ル

●
洗
車
場

●
鶴
寿
司

→
至
花
園
十
字
街

サニー
プレイス

　

住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー

ム
を
お
考
え
な
ら
、お
部
屋
の

イ
メ
ー
ジ
を
素
敵
に
演
出
で

き
る
輸
入
壁
紙
を
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
イ
ン
テ
リ
ア・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
で
2
級
建
築
士
の
藤
田

道
子
さ
ん
が
経
営
す
る『
有
限

会
社
イ
ン
テ
リ
ア・ワ
ー
ク
ス
』

は
本
道
で
唯
一の
、輸
入
壁
紙

を
使
っ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
っ
て
い
る
会
社
。輸
入
壁
紙

は
ク
リ
ア
な
発
色
と
ス
ト
ー
リ
ー

性
の
あ
る
絵
柄
が
特
徴
で

自
分
だ
け
の
室
内
デ
ザ
イ

ン
が
可
能
で
す
。

　

カ
ラ
フ
ル
な
色
が
子
供

の
感
性
を
豊
か
に
育
む「
ジャッ

ク
と
豆
の
木
」な
ど
、夢
が

広
が
る
絵
柄
が
多
数
あ
り

ま
す
。華
や
か
な
花
柄
の
ク

ロ
ス
を
使
用
し
た
ト
イ
レ
や
、

趣
味
に
合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ

柄
な
ど
、豊
富
な
カ
タ
ロ
グ

帳
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
毎
日
の
暮
ら
し
に
夢
と
彩

り
を
持
っ
て
ほ
し
い
」と
藤
田

さ
ん
。

　
そ
の
ほ
か
、住
む
人
を
美
し

く
演
出
す
る
照
明
器
具
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
、華
や
か
で
個
性

的
な
雰
囲
気
を
作
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
、制
作
も
受
け
て
い
ま
す
。

　

室
内
を
化
粧
す
る
よ
う
に

暮
ら
し
を
変
え
る
壁
紙
の
マ
ジッ

ク
…
。ぜ
ひ
1
度
、あ
な
た
も

試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
杉
並
町
6-

13

☎
32-

8
3
3
4（
F
A
X
兼
）

【
携
帯
電
話
】
☎
0
9
0-

3
7
7
4-

6
6
8
6



まちの弁護士さん 暮らし相談室

おもしろ雑学

good taste good shop good job

ハ
ワ
イ
ア
ン
カ
フ
ェ
＆
レ
ス
ト
ラ
ン・パ
ー
イ
ナ
オ
ハ
ナ

ベ
ー
ネ
函
館

個
性
と
価
値
観
を
尊
重
す
る
老
人
ホ
ー
ム

　

函
館
で
豊
か
な
老
後
を
送

り
た
い
̶
̶
。高
齢
化
社
会
の

中
、市
民
の
そ
ん
な
思
い
に
応

え
て
く
れ
る
介
護
付
有
料
老

人
ホ
ー
ム
が
こ
の
ほ
ど
開
設

さ
れ
ま
す
。

　

医
療
法
人
社
団
飯
田
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ『
ベ
ー

ネ
函
館
』は
、函
館
裏
夜
景
を

望
む
市
内
東
山
町
の

8
6
0
0
坪
あ
ま
り
の
敷
地

に
建
つ
、道
南
初
の
終
身
利
用

権
方
式
の
老
人
ホ
ー
ム
。入

居
者
の
生
活
習
慣
や
価
値
観

を
尊
重
し
た
運
営
理
念
の
も

と
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
食
事
で

き
る
シ
ス
テ
ム
や
買
い
物
な

ど
の
代
行
サ
ー
ビ
ス
、自
主
性

を
尊
重
し
た
機
能
訓
練
な
ど

を
充
実
。ま
た
、敷
地
内
の
庭

園
や
散
策
路
、函
館
山
と
海

を
望
む
展
望
浴
場
や
ラ
ウ
ン

ジ
で
自
分
だ
け
の
ゆ
っ
た
り

し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
快
適
な
施
設
で
す
。

　
さ
ら
に「
接
心
介
護
」と
い

う
理
念
の
も
と
、看
護
・
介
護

職
員
が
入
居
者
1
人
ひ
と
り

に
心
の
通
っ
た
お
つ
き
あ
い
を

し
ま
す
。そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、

入
居
後
の
入
院
な
ど
の
際
に

も
安
心
な
終
身
利
用
権
方
式

に
も
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
飯
田
善
樹

理
事
長
は「
高
齢
化
社
会
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
、道
南
で
は
初

め
て
の
試
み
に
よ
る
有
料
老

人
ホ
ー
ム
で
す
。豊
か
な
老
後

を
送
り
た
い
、あ
る
い
は
送
ら

せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
の

あ
る
方
に
ぜ
ひ
、ベ
ー
ネ
函
館

の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」と
強
調
。

　
「
ベ
ー
ネ
」と
は
イ
タ
リ
ア

語
で「
よ
り
よ
く
」「
善
」「
健

康
」な
ど
の
意
味
を
持
つ
前
向

き
で
明
る
い
言
葉
。前
向
き
で

明
る
い
高
齢
化
社
会
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。入
居

相
談
室
は
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0-

33-

7
6
7
5
。

カ
イ
ロ
バ
ラ
ン
ス
や
ま
だ

函
館
初
の
画
期
的
な
治
療
器
に
注
目
！

　
市
内
人
見
町
に
あ
る『
カ
イ

ロ
バ
ラ
ン
ス
や
ま
だ
』で
扱
っ

て
い
る
函
館
初
の
ド
イ
ツ
製

治
療
器「
ハ
イ
ト
ッ
プ
」が
話

題
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
従
来
の
治
療
器
は
、筋
肉
を

和
ら
げ
る
働
き
を
し
て
い
ま

し
た
が
、こ
の
治
療
器
は
細
胞

に
直
接
働
き
か
け
、筋
肉
そ

の
も
の
を
疲
れ
に
く
く
し
ま
す
。

ま
た
、新
陳
代
謝
を
良
く
し

た
り
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
な

ど
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
が
大

幅
に
ア
ッ
プ
。ダ
イ
エ
ッ
ト
し

た
い
人
に
も
オ
ス
ス
メ
と
言

え
ま
す
。現
在
、ダ
イ
エ
ッ
ト

目
的
で
こ
の
治
療
器
を
使
っ

て
い
る
人
は
多
数
い
ま
す
が
、

合
わ
せ
て「
耳
つ
ぼ
ダ
イ
エッ
ト
」

も
行
い
、格
段
の
成
果
を
上
げ

て
い
る
の
だ
と
か
。

　
そ
の
ほ
か
、肩
凝
り
や
腰
痛

な
ど
の
痛
み
な
ど
17
以
上
の

症
状
に
対
応
。こ
の
よ
う
な
働

き
を
持
つ
治
療
器
は
ハ
イ
ト
ッ

プ
の
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、

気
に
な
る
症
状
の
あ
る
人
は

1
度
相
談
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。診
療
は
午
前
10
時

〜
午
後
8
時（
完
全
予
約
制
）。

毎
週
日
曜
日
休
診
。駐
車
場
有
。

●
人
見
本
院
＝
人
見
町
20-

6

☎
32-

6
3
0
5

●
田
家
店
＝
田
家
町
7-

23-

2

　
階

☎
42-

9
1
0
1

デ
ザ
ー
ト
＆
軽
食
バ
イ
キ
ン
グ

　
市
内
本
町
に
あ
る『
ハ
ワ
イ

ア
ン
カ
フェ＆
レ
ス
ト
ラ
ン・パ
ー

イ
ナ
オ
ハ
ナ
』は
、ハ
ワ
イ
の

音
楽
が
流
れ
る
癒
し
系
の
空

間
で
、ハ
ワ
イ
の
ム
ー
ド
と
料

理
を
楽
し
め
る
1
軒
で
す
。

　
人
気
は
、上
質
で
ヘ
ル
シ
ー

な
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が

並
ぶ
「
デ
ザ
ー
ト
＆

軽
食
バ
イ
キ
ン
グ
」（
１

人
90
分
1
8
0
0
円
）。

中
澤
ブ
ラ
ン
ド
の
最

高
級
生
ク
リ
ー
ム
を

使
用
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
ケ
ー
キ
や
シ
ュ
ー

ク
リ
ー
ム
、ガ
ト
ー
シ
ョ

コ
ラ
な
ど
15
種
類
の

デ
ザ
ー
ト
、エ
ビ
と
ア

ボ
ガ
ド
の
サ
ラ
ダ
や

生
フ
ル
ー
ツ
を
た
っ

ぷ
り
使
用
し
た
サ
ラ
ダ
、

シ
ェ
フ
ご
自
慢
の
ス
ペ

ア
リ
ブ
や
グ
ア
バ
で

煮
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
の

サ
ン
ド
、ハ
ワ
イ
の
お
に
ぎ
り・

ス
パ
ム
、パ
ス
タ
、ワ
イ
ン
、生

ジ
ュ
ー
ス
、新
宿
高
野
の
紅
茶

が
味
わ
え
ま
す
。

　

デ
ザ
ー
ト
バ
イ
キ
ン
グ
の

日
程
は
1
月
が
17
、18
日
で
、

2
月
は
14
、15
、21
、22
日
。時

間
は
正
午
〜
午
後
4
時（
午

後
3
時
ま
で
に
入
店
）。

　
な
お
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
も
好

評
で
、こ
ち
ら
は
8
5
0
円
〜

1
2
0
0
円
。ラ
ン
チ
タ
イ
ム

に
2
階
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で

ミ
ニ
パ
ー
テ
ィ
ー
も
可
能（
１

人
2
0
0
0
円
〜
）。気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
本
町
32-

7

☎
31-

0
1
5
5

http://r.gnavi.co.jp/
h026700/

鳴
海
探
偵
事
務
所

秘
密
厳
守
！
　
困
っ
て
い
る
人
の
強
い
味
方

　

探
偵
事
務
所
と
言
っ
て
も

ど
ん
な
場
所
な
の
か
か
分
か

ら
ず
不
安
だ
っ
た
り
、料
金
が

高
額
な
の
で
は
…
と
考
え
る

人
も
少
な
く
な
い
は
ず
。

　

そ
ん
な
ア
ナ
タ
に
オ
ス
ス

メ
し
た
い
の
が
、市
内
美
原
3

丁
目
に
あ
る
社
団
法
人
日
本

調
査
業
協
会
連
盟
員
・
北
海

道
調
査
業
協
会
会
員
の『
鳴

海
探
偵
事
務
所
』（
加
盟
員
番

号
1
7
6
4
号
）。

　

事
務
所
内
は
明
る
い
雰
囲

気
で
、所
長
を
は
じ
め
ス
タ
ッ

フ
も
気
軽
に
相
談
に
応
じ
て

く
れ
ま
す
。所
長
は
、13
年
間

警
察
官
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
が「
本
当
に
困
っ
て
い
る

人
の
力
に
な
り
た
い
」と
こ
の

事
務
所
を
オ
ー
プ
ン
し
、低
料

金
で
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
内
容
は
浮
気
調
査
、交

通
事
故
相
談
・
調
査
、所
在
・

行
方
不
明
調
査
、ス
ト
ー
カ
ー

対
策
、ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
な
ど

で
、す
べ
て
1
時
間
2
0
0
0

円（
交
通
費
な
ど
の
実
費
は
、

依
頼
者
負
担
）。

　

そ
の
ほ
か
、様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
依
頼
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、警
察
官
だ
っ
た
経
験

が
調
査
や
対
策
に
生
か
さ
れ

て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
と

こ
ろ
。も
ち
ろ
ん
、秘
密
厳
守

は
徹
底
し
て
い
る
の
で
安
心
。困っ

て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ

と
を
解
決
し
た
い
人
は
、ぜ
ひ

相
談
し
て
み
て
下
さ
い（
相
談

は
無
料
）。詳
し
く
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。受
付
営
業

時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
。

毎
週
水
曜
日
定
休
。

●
美
原
3-

20-

22

　
太
陽
美
原
ビ
ル
2
階

☎
46-

2
2
2
8

http://www6.ncv.
jp/~koh2011/

問隣の土地の所有者が変わり、古い建物が壊されて新
築工事が始まったのですが、私の知らない間に以前あっ
た筈の境界石が引き抜かれて、隣の工事業者が新しい境
界石を勝手に入れてしまいました。以前の境界石の位置
と違うような気もしますが、どのようにしたら良いでしょう。

答土地の境界を示す境界標を移動したり、取ってしまっ
たりして土地の境界を認識できないようにしたものは、5
年以下の懲役、又は50万円以下の罰金に処せられます
ので、あなたは工事業者を刑事告訴することもできますが、
工事業者が新しく設置した境界石が正しい境界を示す
ものだと争った場合には大変難しいことになります。公
法上の土地境界と、土地所有の範囲の認識とは異なるこ
とがありますので、あなたとしては改めて隣地所有者に
対して納得の行くような測量を求め、その測量結果に基
づいて境界石の位置が正しいか否かを確認する必要が
あります。仮に、相手方においてこれを拒絶するようであ
れば、裁判所に境界確認の訴えを起こさなければなりま
せん。裁判所で確定された境界と、新たに設置された境
界石の位置とが異なっていた場合は、改めて正しい位置
に境界石の設置をするように求めることになります。境
界石に関する費用負担について、一般論としては、設置
のために要する費用は折半することになり、そのための
測量費用は土地の広さに応じて分担することと法的に
は決められておりますが（民法223、224条 ）、本件の場
合は相手方の勝手な行為に端を発していますので、相手
方にはこの点を訴えてこれらの費用を相手方に負担さ
せるべきでしょう。

境界石について 監修／森越清彦法律事務所
　　　弁護士　森越 清彦　☎45-0042

言葉編

飯
田
善
樹
理
事
長

ことわざや慣用句には同じような意味を表すものがあります。
Ａ～Ｊまでのことわざの意味に近いものをア～コの中から
選んでみましょう。あなたはいくつできますか。

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

青天の霹靂

豚に真珠

忠言耳にさからう

弱り目にたたりめ

糠にクギ

医者の不養生

二兎追う者は一兎をも得ず

大同小異

猿も木から落ちる

提灯に釣り鐘

虻蜂とらず

弘法も筆の誤り

紺屋の白袴

五十歩百歩

月とすっぽん

泣きっ面に蜂

猫に小判

寝耳に水

暖簾に腕押し

良薬は口に苦し

Ａ＝キ　Ｂ＝ケ　Ｃ＝カ　Ｄ＝ク　Ｅ＝コ　Ｆ＝エ　Ｇ＝イ
Ｈ＝ア　Ｉ＝オ　Ｊ＝ウ

答え



●当番／鈴木 麻代

いい店みつけた本紙記者が
オススメ！

こんにちは診察室 ドクター講座

いきいき
講　座

く
ら
し

　スキーやスノボ、温泉など、冬が楽しい
大沼。たっぷり遊んだ後は、七飯町西大沼
にある『函館大沼プリンスホテル』で人気
の「日本全国食べ歩きサンデーブッフェ
ランチ」で美味しいひとときをいかが…。
　雪景色の駒ヶ岳を眺望する恵まれたロ
ケーションの中で、シェフが腕を振るう
月替わりの郷土料理を50種類以上味わ
えます。
　会場内に実演コーナーがあり、メイン
料理はシェフがその場で料理。できたて
を出してくれます。ジュージュー焼きあ
がる音や香りでムード抜群。普段はなか
なか食べられないような高級食材を使用
した料理なども出ているのがうれしい点
です。
　1月は、「北海道・東北地方」で、たらじゃっ
ぱ汁、ずわいがに、きりたんぽ、鮭の三五
八漬焼、いか鍋。２月は「関東・甲信地方」で、
で、あんこう鍋や焼きギョーザ、深川丼、
中華料理、ちゃんこ鍋、柚子うどんなどです。
料金は大人2100円 （ハセガワストアで

前売り購入の場合、ワンドリンク付
1800円） 、小学生1260円。 毎週日曜日
の午前11時30分～午後２時 。
●七飯町西大沼温泉
☎67-1111
http://www.princehotels.co.jp
/hakodate/

函館大沼
プリンスホテル

　前立腺にガンがないかどうかを調べる目的で血液中の前立腺特異抗原（略してPSAと呼
ばれています）という物質を測定する検査が一般的になっています。
　しかし、前立腺ガンの診断にあたり、PSA の感度は優れていますが、完全ではないという
ことを知っておく必要があります。PSA が正常値の範囲内にあっても前立腺ガンである場合
がありえるからです。

　このＰSAは、どろどろした精液をさらさらにする役目があり、前立腺にだけ存在する物質なのです。しかし、正常な
状態でも約0.1％が血液中に漏れています。
　加齢、前立腺肥大、前立腺の炎症や射精の後など前立腺ガン以外の原因でもその血液中の量は、正常の上限を越
えて上昇してきます。PSA が正常値を越えて上昇した場合、その数値の程度によっては前立腺ガンの可能性を考え
て前立腺の組織を1部採取し診断を確定するための前立腺生検（せいけん）という検査を行うことになります。
　しかし、PSA の値にもよりますが正常値の3倍程度までの上昇なら65％から75％の人でガンの組織は認められず
良性という結果が出てくる場合が多いのです。
　これはPSA が前立腺という臓器にだけ存在する物質ではあるが、前立腺ガンだけの影響を受けてその血中濃度が
変化するのではないことを示しています。　
　このような場合、本来は前立腺にガンがなく前立腺生検を受けなくてもよい人までPSA の数値のために生検を受
けさせられていることになります。このようなことを少しでも減らすために、PSA値 が高い人のなかで、いかにして前
もってガンのない人を識別し、不要な生検を省略できるか、様々な工夫が行われています。中でもPSA値 の変化を時
間の経過とともに追跡するのも1つの有効な方法です。ガン組織の量が増大するにつれてPSA の値も上昇すること
が多いからです。
●乃木町7-5　☎32-3700

採血による前立腺ガンの診断
乃木クリニック泌尿器科院長 佐々木 正人

日本泌尿器科学会
泌尿器科専門医

　「3人に2人は痔主」とよくいわれておりますが、昔から多くの人が、痔で悩んで
いたようで、すでに紀元前400年、ヒポクラテスの医学書に痔の治療法について
の記載があります。日本には、仏教伝来と共に中国から伝わったとされております。
　一口に痔といっても、痔核・痔瘻・裂肛など色々あります。1番多いのは、かのフ
ランス皇帝ナポレオンをも苦しめたという痔核です。以前は肛門の静脈のうっ血（静

脈瘤）がその成因とされていましたが、最近では肛門上皮やその下の色々な組織がゆるんで、大きくなっ
たものと考えられるようになりました。痔核の症状は、外痔核か内痔核かによって異なります。外痔核は
痛みを伴う事が多く、内痔核は痛みはなく、出血と肛門からの脱出が主な症状です。
　治療として、出血や初期の脱出に対しては、坐薬療法や冷却療法などが行われます。しかし、出血が
持続したり、脱出した痔核が、指で押し込まないと戻らないようになると手術が必要になります。手術も、
以前は痔核をできるだけ切除する方法が行われていました。しかし、痔核のできるところは、お尻のしま
りに重要な役割のあることがわかり、最近では気になる部分のみを切除し、過度の侵襲を避ける方法が
行われております。また、手術を躊躇する理由として「手術の痛み」や「仕事を休めない事」などが1番
多い事もあって、近年痛みが少なく、入院期間を短くする方法が色々試みられるようになりました。その
1つにレーザーによる新しい治療法があります。もとは、食道静脈瘤という病気の治療に用いられたもの
を、痔核に応用したものです。当初は、従来の手術方法に比べ、根治性がおとるとされておりましたが、
最近では、レーザーの使用方法の工夫により、同じような結果が得られております。1番の特徴は、肛門
に対して、侵襲が少なく、術後の痛みも少ない事です。このため入院期間も2～3日ですみます。
　痔というと“ 痛い”といったイメージや、恥ずかしいため放置している人も多くみられます。痔も初期治
療が大切です。早めの治療をおすすめします（当院では診察を受けられない人のために電話による相
談を行っております。時間は午後5時～午後6時、☎23-2396 ）。
●宝来町7-15　☎23-2396

じかくのある方へ
一色医院院長 一色 道夫

★

大沼駅●

ジュン菜沼

大沼
公園駅●国

道
5
号
線

至
函
館
←

牛乳パックで作る
レジ袋ストッカー
　スーパーマーケットでもらうレジ
袋の収納をどうしていますか。
　牛乳の空パックと使わなくなっ
た古いくつ下で作る便利な「レジ
袋ストッカー」の作り方を今回は、
『ナチュラルギャラリーののか』の、
の、こがめいづるさんに教えてい
ただきました。

材料
●牛乳パック…1個
●くつ下（長めのもの）…1枚
●麻ひも…少々
●両面テープ…少々　
道具
●カッター　●はさみ　●キリ

作り方
①牛乳パックの上部を開き、上から
　2.5cmを切り取る。
②角を内側に折り込み、取り出し
　口を作る。
③底を三角にカッターで切り取る。
④逆さにしてくつ下をかぶせ、コー
　ナーをかかとにあわせ、5cmを残
　して上を切る。
⑤両側にキリで穴をあけ、麻ひもを
　通す。くつ下の内側に両面テー
　プを貼り、牛乳パックの内側にと
　める。

取材協力
こがめいづる（花の気もち研究所）
ナチュラルギャラリーののか 
●松風町9-15
　チャレンジショップ大門屋内 
☎23-3403

シンプルなくつ下
には、ワッペンをつ
けてアクセントに。



●
11
月
28
日
号
の『
読
者
の
声
』

を
読
ん
で

　

11
月
28
日
号
の（
わ
が
ま
ま

主
婦
）さ
ん
の
記
事
を
読
ん
で

悲
し
く
な
り
ま
し
た
。私
は
釧

路
生
ま
れ
で
24
年
過
ご
し
ま
し

た
。主
人
の
転
勤
で
離
れ
て
7
年
。

年
2
回
帰
省
し
ま
す
が
、離
れ

て
故
郷
の
良
さ
を
実
感
し
て
い

ま
す
。釧
路
独
自
の
そ
ば
や
ラ

ー
メ
ン
も
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

一見
、寂
し
く
み
え
る
湿
原
も
た

く
さ
ん
の
丹
頂
鶴
が
飛
ん
で
い

る
の
を
、ド
ラ
イ
ブ
中
に
見
つ
け

た
り
す
る
の
も
当
た
り
前
の
様

に
、住
ん
で
い
た
頃
は
思
っ
て
い

ま
し
た
。全
道
、全
国
、い
ろ
い

ろ
な
所
が
あ
り
、自
然
、人
々
が

い
ま
す
。良
い
点
も
あ
れ
ば
悪
い

点
も
必
ず
あ
り
ま
す
。転
勤
し

て
歩
く
と
、ど
う
し
て
も
悪
い
点

が
先
に
目
に
付
い
て
し
ま
い
ま

す
が
、そ
れ
も
含
め
て
街
に
愛

着
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
か
ナ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
富
岡
町
、花
咲
ガ
ニ
）

＊
皆
様
の
ご
意
見
も
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

●
本
当
に
大
切
な
の
は
思
い
や

り
で
す
ね

　
11
月
22
日
は『
い
い
夫
婦
の
日
』

な
ん
で
す
ね
。子
育
て
に
関
す

る
こ
と
で
、夫
に
対
す
る
不
満
が

あ
り
ま
し
た
ネ
。私
に
と
っ
て
不

満
を
言
え
る
の
は
幸
せ
な
こ
と

に
思
え
ま
す
。私
の
夫
は
長
距

離
運
転
手
な
の
で
、1
か
月
半

に
1
日
く
ら
い
し
か
家
に
お
り

ま
せ
ん
。子
育
て
を
手
伝
う
こ

と
も
、家
事
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。母
子
家
庭
の
お
母

さ
ん
達
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す

が
…
。夫
に
対
し
て
頼
ら
ず
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。時
々
、く
じ

け
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
け

れ
ど
、頑
張
っ
て
い
ま
す
。本
当

に
大
切
な
の
は
相
手
に
対
す
る

思
い
や
り
で
す
ね
。忙
し
さ
に

ま
ぎ
れ
て
自
分
中
心
の
考
え
方

に
な
っ
て
し
ま
う
と
、感
謝
の
気

持
ち
は
う
ま
れ
て
き
ま
せ
ん
よ

ね
。

（
32
歳
、女
性
）

＊
頑
張
っ
て
下
さ
い
ネ
。ま
た
、

お
気
軽
に
お
便
り
下
さ
い
。

1
月
17
、18
、24
、25
日
に

『
の
の
か
』で
絵
本
作
り
講
座

　

市
内
松
風
町・チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
大
門
屋
内
に
あ
る
ナ
チ
ュ

ラ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー『
の
の
か
』で
は
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象

に
絵
本
作
り
講
座
を
開
き
ま
す
。

1
月
17
日
、18
日
は「
ミ
ニ
ミ
ニ

絵
本
作
り
」で
、ポ
ケ
ッ
ト
に
入

る
よ
う
な
小
さ
な
絵
本
を
作
り

ま
す
。1
月
24
日
、25
日
は「
折

り
た
た
み
絵
本
作
り
」で
、折
り

た
た
む
だ
け
で
で
き
る
楽
し
い

絵
本
を
作
り
ま
す
。時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
2
時
〜
4
時
。参

加
費
は
1
回
5
0
0
円
で
、材

料
費（
絵
本
1
冊
）5
0
0
円
〜

1
0
0
0
円
で
す
。幼
児
は
親

子
で
参
加
が
可
能
で
す
。詳
細

は『
の
の
か
』☎
23-

3
4
0
3

ま
で
ど
う
ぞ
。

函
館
大
沼
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
よ

り『
サ
ン
デ
ー
ブ
ッ
フ
ェ
ラ
ン
チ
』

食
事
券
を
2
名
様
に

　

今
回
の『
い
い
店
み
つ
け
た
』

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
た
、『
函
館

大
沼
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
』よ
り「
サ

ン
デ
ー
ブ
ッ
フ
ェ
ラ
ン
チ
」の
食

事
券
を
2
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号・住
所・氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、〒

0
4
0-

8
6
0
5
、函
館
ど
つ

く
ミ
ッ
ド
事
業
部「
大
沼
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
」係
ま
で
。

締
切
は
1
月
26
日
。

※
本
紙
月
末
号『
素
朴
な
ギ
モ

ン
調
査
隊
』コ
ー
ナ
ー
で
は
、皆

様
か
ら
の
、こ
の
街
に
関
す
る
素

朴
な
疑
問
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。ハ
ガ
キ
、E
メ
ー
ル
、

F
A
X
に
て
お
寄
せ
下
さ
い
。

詳
細
は
☎
27-

9
2
1
0（
大
場
）

ま
で
ど
う
ぞ
。

　
2
0
0
4
年
初
め
て
の
発
行

と
な
り
ま
す
。本
年
も
ご
愛
読
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
今
回
は
、寒
い
季
節
に

ぴ
っ
た
り
の
ラ
ー
メ
ン
特
集
。毎

回
大
好
評
の
、本
紙
記
者
食
べ

歩
き
シ
リ
ー
ズ
に
よ
り
、ラ
ー
メ

ン
激
戦
区
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ

る
漁
火
通
の
噂
の
ラ
ー
メ
ン
店

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

あ
な
た
の
好
み
に
ぴ
っ
た
り
あ

い
そ
う
な
ラ
ー
メ
ン
は
見
つ
か

り
ま
し
た
か
？

　
編
集
室
で
は
読
者
の
皆
様
か

ら
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

●『
函
館
の
ゴ
ミ
収
集
の
方
達

は
素
晴
ら
し
い
』に
異
義
あ
り

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の『
函
館
の
ゴ

ミ
収
集
の
方
達
は
素
晴
ら
し
い
』

を
読
ん
で
、確
か
に
そ
の
通
り

だ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、そ
れ

は
函
館
の
ゴ
ミ
収
集
所
の
設
置

の
あ
り
方
が
そ
う
さ
せ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。私
は

函
館
に
住
ん
で
3
年
の
転
勤
族

で
す
が
、函
館
の
ゴ
ミ
収
集
の
仕

方
に
は
疑
問
を
感
じ
ま
す
。一般

の
地
域
だ
と
町
内
で
班
ご
と
な

ど
に
何
箇
所
か
ゴ
ミ
収
集
所
を

設
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。掃

除
当
番
も
順
番
に
し
ま
す
。で

す
が
、私
の
住
ん
で
い
る
地
域
や
、

そ
の
ほ
か
市
内
を
車
で
走
る
と
、

2
〜
3
軒
、ひ
ど
い
所
で
は
1

軒
ず
つ
、道
路
端
あ
る
い
は
自
宅

の
金
網
製
の
ゴ
ミ
入
れ
に
出
し

て
い
ま
す
。こ
れ
で
は
収
集
の

方
も
車
に
乗
ら
ず
に
走
ら
ざ
る

を
え
な
い
と
思
い
ま
す
。戸
別

に
設
置
さ
れ
て
い
る
金
網
の
ふ

た
を
い
ち
い
ち
開
け
て
回
収
す

る
の
で
す
。果
た
し
て
こ
れ
は

能
率
の
よ
い
方
法
な
の
で
し
ょ

う
か
。若
く
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
走

っ
て
さ
わ
や
か
だ
と
い
う
の
は
、

そ
う
し
な
け
れ
ば
回
収
で
き
な

い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
匿
名
希
望
）

＊
読
者
の
皆
様
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？　
ま
た
、ゴ
ミ
収
集
の

仕
事
に
携
わ
る
人
の
ご
意
見
な

ど
も
、ぜ
ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。

●
お
店
の
人
の
サ
ー
ビ
ス
の
質

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

　

昨
年
の
11
月
14
日
号
の『
読

者
の
声
』に
、「
お
店
の
人
は
も

っ
と
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
上
げ
た

方
が
…
」と
あ
り
ま
し
た
。確
か

に
函
館
は
一大
観
光
地
な
の
に
、

接
客
レ
ベ
ル
は
お
世
辞
に
も
高

い
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
他
都
市
か
ら
転
勤
し
て
き

た
の
で
す
が
、「
ホ
ン
ト
に
観
光

地
？
」と
あ
き
れ
る
よ
う
な
店（
接

客
）は
か
な
り
目
立
つ
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。コ
レ
っ
て
“住
め

ば
都
”論
争
に
通
じ
て
い
く
よ

う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
…
。

函
館
の
イ
メ
ー
ジ
悪
く
な
る
〜
。

カ
ン
ジ
わ
る
〜
い
っ
て
。私
も
そ

う
思
い
気
味
な
1
人
だ
っ
た
り
っ

し
て（
苦
笑
）。

（
亀
田
町
、T・O
）

＊
私
達
ス
タ
ッ
フ
は
こ
の
コ
ー
ナ

ー
を
通
じ
て
の
“論
争
”を
望
ん

で
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
よ
う
な
読
者
の
声
を
通
じ

て
、住
み
良
い
街
作
り
や
、観
光

客
な
ど
の
お
客
様
に
優
し
い
街

作
り
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。決
し
て
悲
観
的
な

悪
口
ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
ろ
う

と
い
う
の
で
は
な
く
、1
歩
進
ん

で「
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
良
く
な

る
の
か
？
」と
い
う
論
点
に
、皆

様
の
ご
意
見
が
発
展
す
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
お
便

り
を
…
。

読
者
の
声

読
者
の
声

埠
頭
を
渡
る
冷
風
を
感
じ
な
が
ら
、そ

ば
の
移
動
販
売
を
す
る
三
ツ
石
さ
ん
ご

夫
婦
を
取
材
し
た
。「
妻
が
、『
私
は
ア

ン
タ
に
つ
い
て
ゆ
く
だ
け
』と
言
っ
て
く

れ
た
か
ら
、迷
わ
ず
に
こ
の
商
売
を
や
る

決
心
が
つ
い
た
」と
い
う
勝
哉
さ
ん
の

言
葉
を
聞
い
て
、外
は
寒
い
ハ
ズ
な
の
に
、

僕
の
目
頭
と
胸
は
熱
か
っ
た
…
。　（
慎
）

新
し
い
年
を
迎
え
今
年
こ
そ
は
…
と
決

意
し
た
こ
と
が
い
つ
も
中
途
半
端
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
。そ
こ
で
決
意
と
挫
折
の

繰
り
返
し
に
終
止
符
を
打
ち
今
年
は
趣

向
を
か
え
る
こ
と
に
。そ
れ
は
、年
の
終

わ
り
に
ひ
と
つ
だ
け
自
分
を
ほ
め
る
こ
と
。

ほ
め
ら
れ
る
自
分
に
な
る
よ
う
、こ
の
1

年
頑
張
っ
て
み
よ
う
。　
　
　
　
　（
亜
）

軒
先
か
ら
下
が
る
つ
ら
ら
は
冬
の
風
物

詩
。つ
ら
ら
を
雪
に
さ
し
た
り
剣
に
し
た

り
と
冬
の
遊
び
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
。つ

ら
ら
は
室
内
の
暖
か
い
空
気
が
屋
根
に

積
も
っ
た
雪
を
溶
か
し
、そ
れ
が
凍
っ
た

も
の
。断
熱
の
行
き
届
い
た
現
在
は
見

つ
け
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
こ
こ
会

社
で
見
つ
け
た
。こ
れ
って
…
？（
チ
ョコ
）

東
京
に
い
た
頃
は
、塩
ラ
ー
メ
ン
が
メ
ニュー

に
あ
っ
て
も
食
べ
た
い
と
1
度
も
思
わ

な
か
っ
た
。淡
泊
な
色
の
ス
ー
プ
は
味
が

無
い
よ
う
な
気
が
し
て
、食
べ
る
気
が
起

き
な
か
っ
た
の
だ
。と
こ
ろ
が
函
館
に
来

た
ら
塩
ラ
ー
メ
ン
が
お
い
し
そ
う
に
見

え
た
の
で
、食
べ
て
み
た
。あ
っ
さ
り
し

た
味
が
美
味
し
か
っ
た
。　
　（
3
4
5
）

さ
ぁ
、今
年
、旅
の
は
じ
め
は
ど
こ
に
な

る
の
だ
ろ
う
と
バ
ー
ゲ
ン
便
の
情
報
を

毎
日
、チ
ェッ
ク
。い
つ
か
実
現
し
て
み
た

い
わ
た
し
の
夢
は
、旅
先
で
バ
イ
ト
を
し

て
収
入
を
得
、し
ば
ら
く
そ
の
地
に
滞

在
し
た
い
こ
と
。で
き
れ
ば
南
国
。海
外

で
も
よ
し
。往
き
の
チ
ケ
ッ
ト
だ
け
で
旅

立
つ
日
。　
　
　
　
　
　
　（
A
ち
ゃ
ん
）

以
前
の
ラ
ー
メ
ン
特
集
の
時
に
は
取
材

を
担
当
し
た
。連
日
の
よ
う
に
ラ
ー
メ

ン
を
食
べ
て
い
た
ら
、夢
に
ま
で
カ
ツ
カ

レ
ー
の
の
っ
た
ラ
ー
メ
ン
が
出
て
き
て
“ラ

イ
タ
ー
っ
て
、た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
て
消

化
も
良
い
方
が
い
い
ん
だ
”と
思
った
。「
寿

司
特
集
」な
ら
、ラ
イ
タ
ー
の
本
領
を
発

揮
で
き
る
の
に
な
ぁ
〜
。　
　
　（
Ｂ
Ｐ
）
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プ
レ
ゼ
ン
ト

エ
バ
メ
ー
ル
ゲ
ル
ク
リ
ー
ム

体
験
レ
ポ
ー
ト

若
い
時
よ
り
乾
燥
肌
が

改
善
さ
れ
ま
し
た

市
内
神
山
町
在
住
　
嵐
田
京
子
さ
ん

　
エ
バ
メ
ー
ル
ゲ
ル
ク
リ
ー
ム
を
使
い
は
じ
め

て
3
年
と
い
う
市
内
神
山
3
丁
目
在
住
の

嵐
田
京
子
さ
ん
52
歳
は
、若
い
頃
か
ら
肌
が

乾
燥
性
で
カ
サ
カ
サ
し
た
り
、洗
顔
後
、つ
っ

ぱ
る
感
じ
が
し
た
そ
う
で
す
。

　
ケ
ア
が
不
十
分
の
場
合
、肌
が
ひ
び
割
れ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
と
か
。う
る
お

い
を
残
す
とい
う
石
け
ん
で
洗
顔
し
て
も
、つっ

ぱ
り
感
が
あ
る
ほ
ど
で
し
た
。肌
は
常
に
そ

う
い
う
状
態
な
の
で
ケ
ア
は
欠
か
せ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、あ
れ
こ
れ
つ
け
る
の
は
嫌
い
で
、

ケ
ア
は
簡
単
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
ゲ
ル
ク
リ
ー
ム
。こ
れ

ひ
と
つ
で
、乳
液
や
ク
リ
ー
ム
の
役
目
を
す

る
ゲ
ル
ク
リ
ー
ム
の
使
い
や
す
い
と
こ
ろ
が
気

に
入
り
ま
し
た
。

　
普
段
か
ら
メ
イ
ク
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
と

い
う
嵐
田
さ
ん
。現
在
使
っ
て
い
る
の
は
ゲ
ル

ク
リ
ー
ム
と
化
粧
水
だ
け
だ
そ
う
で
す
が
、

ゲ
ル
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、乾
燥
が

ち
だ
っ
た
肌
に
潤
い
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
い
ま
す
。「
若
い
時
よ
り
、い
ま
の
方
が
、

肌
の
調
子
が
よ
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
」と

感
想
を
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
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オウゴン　カワラヨモギアロエ　ほか

3,700円


